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症例は 76歳女性, DM, HTにて近医通院中であった.
平成 23年 12月 22日食欲不振と左側腹部痛にて近医受
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(キーワード :尿道皮膚瘻)症例は 40歳男性.二分脊椎
で出生,排尿障害のため 9歳時からウエスタンカテーテ
ルを使用し, 37歳時に固定していた振子部尿道に皮膚瘻
が形成された.以降,尿道皮膚瘻からのカテーテル留置,
交換していたが,尿路感染を繰り返しカテーテル挿入も
困難となったため当院紹介となり,膀胱瘻造設と尿道閉
鎖を施行した.二分脊椎による排尿障害は生涯に渡って
ケアが必要である.不十分な排尿管理のため尿道皮膚瘻
が形成された 1例を経験したので報告する.
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